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第２３２回  エフエム栃木放送番組審議会   議事録 

 

 

１  開催年月日    平成２９年１０月１６日（月）  １１：００～１２：００ 

 

 

２  開催場所   宇都宮グランドホテル  

 

 

３  委員の出席    委員総数 ６人 

出席委員数  ６人 

 

（１） 出席委員の氏名   片山 貴之 （委員長）  

君島 理恵 （副委員長） 

青木 敬信 

早川 冨美子 

篠田 裕次 

小笠原 伸 

 

（２） 放送事業者側出席者  関根 房三（代表取締役社長） 

佐藤  望（放送部長）  

古寺 雄史（総務部課長） 

 

 

４ 議題 （１）番組の試聴及び意見交換  

（２）その他  

（３）次回開催日程について  

 

 

５ 議事の概要 

 

（１）番組の試聴及び意見交換  

９月１７日（日曜日）に放送した特別番組「こどもラジオ教室さくらマイスター2017」に 

ついて、試聴と意見交換をおこなった。 

 

事業者：  

さくら市の小学生 15 名が、この夏、ラジオ番組の制作にチャレンジしました。 

番組では、さくら市には優れた職人がいることに着目し、ギターやウクレレを作っている  

高野篤さんにインタビュー取材を敢行。また、花塚さくら市長にインタビューをし、子供たちの 

ふるさとの魅力などを学びつつ、自らの言葉で、さくら市を PR する番組を放送しました。  
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【  番  組  の  試  聴  】  

 

委員： 

番組全体を通して、全世代に親しみやすい曲が選曲されており、BGM もギター系を中心に  

聞き心地のよいものが使われていた。  

 

委員： 

くぼたさんは、その喋りのトーンやテンポなどが聞きやすく、また、その会話からも、  

子供好きな一面が充分に感じとれた。  

 

事業者： 

くぼたあやのは、この企画の発案から加わっており、生放送当日も、児童とのやりとりや、 

質問の答えへのフォローなど、懸命に頑張っていた。  

 

委員： 

ギター職人の高野さんは、子供たちからの質問に対して優しく丁寧な受け答えをしていて、 

好感がもてた。  

ただ、特別番組として１回のみの放送であるため、市の良さをアピールし、伝えるという視点で 

考えるなら、日頃から地域の活性化や街づくりに、より直接的に取り組んでいる人から話を伺った

方が良かったのではないかと思う。  

 

委員： 

子供たちにとって、「偉い人」というイメージを持つ市長に、直接、話を聞くチャレンジをした

ことには評価が出来るが、一問一答形式のインタビューだったせいか、会話が咬み合わない部分が

目立ち、違和感があった。 

 

委員： 

ラジオ教室という番組名から、「子供たちがラジオ番組の制作を経験した」というその教育的 

意義を伝えることが、この番組の企画の主たる意図であることは明白であろう。 

しかし、さらにそこに、「子供の言葉を借りて、市の魅力をアピールする」という側面も 

かなり盛り込んでしまったことで、内容がどっちつかずの曖昧なものになってしまい、  

番組全体を通してみると、中途半端に感じられた。  

むしろ「子供らしい自由な発想や感性で作り上げた作品をとりあえず聞いてもらおう」的な 

スタンスの方が、シンプルで良い内容になったのではないか。 

 

事業者： 

インタビューの内容、子供が一生懸命考えていたが、  

子供らしく自由な発想で、質問すればよかった。真面目過ぎた側面があったと思う。  

 

委員： 

会話のところどころで、その言葉が聞き取りにくくなる児童が多く、公共放送として客観的に  

聞くと、小学４年生では若干、厳しい放送ではあった。インタビューやグループトークの対話に  

加えて、それを客観的に取りまとめてリスナーに伝える視点にもっと配慮があれば、番組として  

解りやすくなったのではないか  
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しかし、言葉の力に焦点をあてながら、子供への教育的アプローチを行った企画の趣旨は、 

大変意義のある素晴らしいものであり、その取り組みに対して、評価したい。  

 

委員： 

今回、子供たちは、ラジオ番組の制作を目的に力を合わせ、自らが住んでいる地域の良さを  

再発見し、それを掘り下げながら、様々な苦労を乗り越え、一つの作品を作り上げた。  

ラジオを教育に活用する企画は、とても素晴らしい取り組みであり、参加した子供たちが、  

改めて、メディアに深く関心を持つきっかけになったはずだ。  

 

委員： 

特別番組として一度の放送のみならず、web コンテンツとしての特性がある内容であり、  

工夫次第で様々な可能性が見える企画である。  

内容を再検討・ブラッシュアップし、今後も続けていってほしい。  

 

（以上） 

 

（２）その他  

なし 

 

（３）次回開催日程について  

次回の開催を１１月２０日（月）とすることについて、全出席委員の了解を得た。  

 

 

６  答申または改善意見に対してとった措置および年月日  

  なし 

 

 

７  答申または意見の概要を公表した場合、公表の方法および年月日  

（１）放送  １０月２９日（日）午後７時５５分の「レディオベリーインフォメーション」内  

（２）書面  本社事務所に備え置き  

（３）インターネット  エフエム栃木ホームページ内  

 

 

８  その他の参考事項  

なし 


